
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺尾第二地区民生委員児童委員協議会 

令和５年４月～７月までの取り組み 

 

 １月、４月、７月に新任の方の勉強会を開きました。昨年の１２月に委

嘱された方々が活動を始めてみて、疑問に思ったことや、よくわからな

かったことにお答えする会です。１回目は、訪問をする上での留意点や

活動報告書の書き方について、２回目は、地区社協とは何か、事業や行

事の取り組みについて、３回目は、訪問事業の違いや福祉保健講座第一

講を終えての感想や疑問などについて意見交換をしました。 

新任者勉強会 

福祉保健講座第一講 

お楽しみ福祉大会 

鶴見福祉保健センターの市川裕章センター長、鶴見区社会

福祉協議会の高橋博之事務局長のご挨拶の後、今年は「暑

い夏を乗り切るために」と題して、鶴見福祉保健センターの

保健師吉田凪沙さんに講演をしていただきました。 

   

寺尾第二地区で開催する行事の中では、最も規模の大きなも

ので、主におひとり暮らしの高齢者の方をお招きし、福祉保

健講座やコンサート、福引などで半日楽しんでいただきます。

コロナ下でもいろいろな工夫をしながら開催しています。 

   

    〈参加された方の声〉 

・懐かしい曲ばかりで、そのころ

を思い出し感動で涙が出ました  

・来年も元気に参加したいです  

・一日楽しめました  

・素晴らしい企画でした 

 

 

講演後の「七夕コンサート」では、中国

上海出身で、神奈川県や横浜市での音

楽交流に尽力されている陶
トウ

 旭茹
シュール

さん
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唱を楽しみました。 
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講演の最後は 

ひざひざわっくん体操で 

締めくくり！ 

寺尾第二地区社会福祉協議

会の事業や行事の運営は、

民生委員児童委員協議会が

中心に行っています 

 

新任の皆さんの言葉 

・半年経って、高齢者の方たちも慣れてくださったのか、いろいろなこ 

とを話してくださり、訪問の時間が長くなることが多くなりました。 

・お食事会は、民生の先輩方の心遣いが細やかで勉強になりました。 

・高齢者がとても喜ばれて、とても嬉しくなりました。 

・お楽しみ福祉大会でも会場づくりから凝っていて、驚きました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域で何かできる会？」 
 鶴見あいねっとの今年度初めての取り組みは、地域と子どもたちとの対話の会「地域で何かできる会」でし

た。令和５年４月１０日（月）午後２時、馬場地域ケアプラザの多目的ホールは、元気な小・中学生で活気づいてい

ました。集まってくれたのは“子どもたちの声をもっと聴かせてほしい”という地域の思いに応えてくれた、馬場

小学校の６年生と上の宮中学校の２・３年生３８人です。子どもたちが話しやすいように、“学んでご飯”に来てく

ださる東高校の生徒さんやOGさんたちが話のまとめ役をしてくれました。 

令和５年度あいねっとの取り組み 

第 Ⅰ 部 
小・中学生が、４つのグループに分かれて、地

域への思いや地域への要望を話し合いました。

その意見をグループから小学生・中学生が 1 名

ずつ発表し、まとめ役の高校生が補足をしてく

れました。 

 

 

 

 

 

 

第 Ⅱ 部 
“地域にあったらいい場所”についての話を受けて、地域から

「はな♡そうカフェ」の提案がありました。なんでもはなせる地

域が寄りそうの意味で、心をつなぐ   が間に入っています。

子どもたちからは、さらに良い居場所にするための質問や、自

分なら何ができるかについての意見も出ました。 

まとめは、東高校生内田歩輝さんがし
てくれました。 
未来を担う子どもたちの視点を大切
に、対応を検討してほしいという地域
への提言がありました。また、自身の
体験から得た、地域でボランティアを
することのやりがいや、地域のために
活動してくれている大人たちへの思
いなどを発表してくれました。 

 OPEN! 
 「地域で何かできる会」で提案された「はな♡そうカフェ」。７月 21日（金）オープンに向けて 

小・中学生の意見やアイディアを可能な限り取り入れられるよう４月２１日、５月１９日に準備会を開きました。

また、多くの地域の方々にもご協力をいただき着々と進んでいます。 

 

 

 

 

自習コーナーには、読書

スペースも欲しいとの意見

を活かし、上の宮中学校の

図書委員がその都度選んで

くれた本をお借りすること

になりました。 

また、カフェで出す飲み

物の種類もパンケーキのト

ッピングも子どもたちの意

見で決めています。 

 

カフェのテーブルクロスも 

小学生が縫いました 
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 エプロンに着ける
ワッペンは地域の

方の手作りです 

 

 

～ 準 備 会 の 様 子 ～ 

これまで寺尾第二地区社会福祉協議会主催の多世代交流の場は、偶数月の第３金曜日に「学んでご飯」がありまし

たが、奇数月の第３金曜日に、「はな♡そうカフェ」が始まります。第３金曜日には、いずれかの多世代交流会が開

催されることになります。どなたでもご参加いただけるカフェです。多くの皆様のご来場をお待ちしています。 

多世代交流の場として・・・ 


